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計画改定の背景 

区は、著しい社会環境の変化に伴い、昭和５６年（１９８１年）に制定した基本構想を改定

し、平成１７年（２００５年）３月に、新たな基本構想を制定しました。 

この基本構想は、真に豊かで持続可能な地域社会をつくりあげていくための基本理念と、

中野のまちの将来像を示した上で、１０年後に実現するまちの姿を明らかにしています。ま

た、この基本構想は、人々が力をあわせてお互いの暮らしやまちの豊かさを高めていくため

の区民の共通目標であると同時に、区が区民の信託に基づき行政をすすめる上で、もっと

も基本的な指針となるものです。 

この基本構想の掲げる理念と「１０年後に実現するまちの姿」を実現するための基本計画

として、平成１８年（２００６年）１月に、「新しい中野をつくる１０か年計画」を策定し、取り組み

をすすめてきました。 

このたび、区を取り巻く社会経済状況の変化を踏まえ、平成○○年（○○○○年）○○月

に基本構想を改定しました。この改定により、基本構想は､平成２２年度（２０１０年度）から１０

年後を見据えたものとなりました。 

これに伴い、今回、「新しい中野をつくる１０か年計画（第２次）」（以下「１０か年計画」とい

います。）として改定することとします。 

計画の性格 

１０か年計画は、基本構想で描く基本理念を実践するとともに、１０年後の中野のまちの姿

を実現するために、区が取り組むべき方策を明らかにします。この計画は、中野区自治基本

条例の規定に基づく区の基本計画として、中長期的な目標と戦略を明示し、目標を達成す

るための手段である事業について、予算や人員などの経営資源を最大限に活用し、もっと

も効率的、効果的に展開していくための基本的な方向を示すものです。 

 

【図１】 計画の体系 
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 計画の構成 

【図２】 基本構想と１０か年計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０か年計画の第２章から第４章までの概要は、次のとおりです。 

■第２章…特に区民生活に大きな影響を与える課題４つについて、先導的、効果的に取り

組むための４つ戦略と、戦略を推進する上での共通の重点プロジェクトを示しています。 

■第３章…基本構想で描く４つの領域とその柱ごとに、１０年後のまちの姿を実現するため、

目標を掲げて総合的、体系的に取り組む戦略として「施策の方向」を明示しています。この

「施策の方向」では、将来像の達成状況の目安となる成果指標と目標値を設定するとともに、

それを達成するための手段として「おもな取り組み」を示しています。 

「施策の方向」については、行政評価＊により、施策の達成状況を常に検証しながら、事業

の見直し・改善をすすめ、１０年後のまちの姿を着実に実現していく取り組みへとつなげて

いきます。 

■第４章…持続可能な行財政運営のための財政運営の基本方針、１０か年の財政フレーム

を示しています。 
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計画と区政経営 

区では、基本構想に描かれた「中野のまちの将来像」の実現に向け、区民により高い価

値を提供するという視点から、「目標と成果による区政経営」をすすめています。 

行政活動を部門、分野及び施策に体系化し、それぞれに具体的な目標を定め、その目

標を実現するための取り組みを行っています。取り組みの成果は、目標達成度を測る「成

果指標と目標値」により評価することとしています。 

この行政評価＊の結果を踏まえた施策や事業の見直し・改善につなげる経営システム

は、区政経営の基本的なしくみです。 

１０か年計画は、この区政経営におけるＰＤＣＡサイクル＊【図３】の基本となるものであり、

このサイクルを通じて常に見直しや執行方法の改善を図りながら目標達成をめざしていき

ます。 

  【図３】 ＰＤＣＡサイクル 

 
 
 
 

 
 
                            
 

 
 
 

 

計画と財政運営 

１０か年計画は、中長期的な目標と戦略を示す計画であり、これに基づく事業はＰＤＣＡ

サイクル＊の中で目標達成をめざして展開していきます。個々の事業内容や事業量は、常

にその成果を把握しながら見直しを行っていくため、状況に応じて変動します。したがって、

この計画では、第２章及び第３章の中で、目標達成をめざした取り組みの展開や時期を４

つのステップに分けて表しています。 
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   １０か年計画 （平成２２年度（２０１０年度）～平成３１年度（２０１９年度）） 

１０か年の財政フレームについては、第４章の中で、計画の策定段階で想定する事業内

容や実施時期を踏まえ、ステップごと（概ねステップ１からステップ３までを２年間ずつ、ス

テップ４を４年間）でまとめて示しています。各年度の予算は、この財政フレームを基本とし

て編成していきますが､目標達成に向けた事業の変動等に的確に対応していくため、概ね

３年程度の事業規模を想定した中で予算の編成・管理を行うなど、柔軟な財政運営のもと

で目標の着実な実現をめざします。 

 

【図４】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

計画期間と内容の改定 

１０か年計画の計画期間は、平成２２年度（２０１０年度）から平成３１年度（２０１９年度）ま

での１０年間です。この計画は、策定後も目標の達成度の検証などを行いながら取り組み

内容の改善を図るとともに、概ね５年後、または、今後、区を取り巻く社会経済情勢が大き

く変化した場合には必要に応じて改定していきます。 
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■ステップ    （第２章・第３章） 

■財政運営 （第４章） 

【見直し】■目標値     （第３章） 

ステップ４ ステップ３ ステップ２ ステップ１ 

 平成３１年度（２０１９年度）  平成２６年度（２０１４年度）

 財政フレーム 

複数年型 

単年度 

ステップ４ ステップ３ステップ２ステップ１
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